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クマ笹葉アルカリ抽出液（ササヘルス®）は，
瞬間的にウイルスを不活化する
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Rapid virus inactivation by alkaline extract of leaves of Sasa sp.

Abstract

　Alkaline extract of leaves of Sasa sp (Sasahealth®) (SE) almost completely inactivated both herpes simplex virus 

(HSV) and human immunodeficiency virus (HIV) within 90 seconds or 10 minutes at a concentration of 1/6~1/3 of the 

original solution. The HSV inactivating activity of 20 kinds of Kampo formulas were very weak, requiring more than 

20 minutes of exposure time to completely inactivate these viruses. The mouthwash povidone iodine also instantly 

inactivated HSV, but its anti-HSV activity was one order lower than that of SE, due to its potent cytotoxicity. The 

present study suggests that the oral cleansing solution containing SE may inactivate the oral virus in a short time.
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要約
　クマ笹葉アルカリ抽出液（ササヘルスR）は，原液の 1/6 〜 1/3 の濃度で，単純ヘルペスウイルス (HSV)，
ヒト免疫不全ウイルス (HIV) の感染性を 90秒，あるいは 10分以内にほぼ完全に不活化した。漢方製剤 20
種のHSV不活化活性は弱く，完全に不活化するには、20分必要であった。うがい薬のイソジンも 90秒以
内にHSVを不活化したが，細胞傷害活性が強いため，有効係数はササヘルスRと比較して一桁低かった。
ササヘルスRを添加した口腔内洗浄液は，口腔内ウイルスを短時間で不活化する可能性が示唆された。
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1．ササヘルス®の多彩な薬理作用
　我々は，クマ笹葉アルカリ抽出液（ササヘルス®）は，
多彩な生理作用を示すことを報告してきた 1-23）。こ
れらの生理作用のうち，抗ウイルス作用，抗炎症作
用，ビタミン C との相乗作用は，リグニン配糖体
と共有する（表 1）24-28）。これは，ササヘルス® と
リグニン配糖体が，いずれもアルカリ抽出で調製さ
れるためである。我々は，お茶の葉や，甘草根のア
ルカリ抽出液は，それらの熱水抽出液よりも高い抗
ウイルス作用を示すことを報告している 29, 30）。

2．ササヘルス®を，アルカリ性の条件下で希釈す
ると分解が亢進する

　アルカリ抽出は確かにリグニン配糖体を効率よく
抽出するが，抽出されたリグニン配糖体はアルカリ
性の条件下では，抗ウイルス活性のない低分子化合
物にまで分解されてしまう。実際，ササヘルス® 中
には，リグニン構成成分のフェニルプロペノイドの
一種である p- クマル酸が存在し，歯肉線維芽細胞
に取り込まれていることを確認している（坂上ら，
投稿準備中）。p- クマル酸には，抗 HIV 活性も 31），
抗 HSV 活性もないので 9），ササヘルス ® 中の抗ウ
イルス活性を示すものは高分子化合物であると推察
される。

3．ササヘルス®は瞬時にウイルスを不活化する
（1）抗 HSV 活性
　ササヘルス® の抗 HSV 活性は，HSV との接触時
間を 3 日間から（A），3 分に短縮すると（B），比
活性が約 5 倍上昇した（=31.6/6.8）。これに対して，
イソジンは細胞傷害活性が高いので，抗 HSV 活性
は低かった（SI=3.1）（C）（図 1）。
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表 1　ササヘルスとリグニン配糖体の共通の薬理作用

図 1　ササヘルス® は，イソジンより抗 HSV 活性が高い。

　（A）アフリカミドリザルの腎臓由 来の Vero 細胞（10,000 個）を 96 穴マイクロタイタープレートに播種し，24 時
間後に HSV-1（m.o.i=0.01） で感染した。HSV-1 とサンプル（1.39 % NaHCO3 で 溶解し，60 mg/mL の原液を作成し，
MEM+10%fetal calf serum に 最高濃度 3 mg/ mL で添加後，0.45 μm の filter を通し , 段階希釈したもの）を添加 し，
20 分混合してから細胞に添加した。3 日間培養後，MTT 試薬で生細胞数を測定した。非感染細胞に対する 50% 傷害
濃度（CC50）および HSV 感染に対する 50% 有効濃度 （EC50）を求め，抗 HSV 活性の指標である選択係数（SI=CC50/ 
EC50）を計算した。SI 値は，図のグリーンの矢印で示した範囲（安全域，あるいは化学療法係数）の長さで表される。

（B, C）3 分間処理の場合は，100 倍のウイルス濃縮液（MOI=1）に高濃度のサンプルを添加し，3 分後に，1/100 に
希釈して MOI=0.01 に戻して，細胞に添加した 9）。各点は平均値± S.D.（n=3）を示す。



Rapid virus inactivation by alkaline extract of leaves of Sasa sp

New Food Industry (New Food Indust.) 2020  Vol.62  No.11  787   

ササヘルス® の HSV 不活性化能は、NaHCO3 で希
釈するよりも，PBS で希釈した方が強く発現する。
また，ササヘルス® による抗 HSV の不活化は 90 秒
の接触でも観察された（図２）。

（2）抗 HIV 活性
　我々は，ササヘルス® は，1 ～ 30 分間の接触
で，HIV 活性の感染性をほぼ完全に消失させた。
0.2mg/mL の濃度で，もとのレベルにほぼ完全に

復帰した（図 3）9）。
 　HIV の接触時間が 5 日間から（A），10 分に
短 縮 す る と（B）， 比 活 性 が 6 倍 以 上 上 昇 し た

（SI=CC50/EC50 = 95 か ら > 560）（図 4）。図 4B
では，CC50 値が求まらなかったため最大処理濃
度を 12000 μg/mL まで拡張して再度実験を行っ
たところ，比活性が 25 倍上昇することが確認で
きた（SI=1067/0.447）9）。

図 3　ササヘルス® の短時間処理で，HIV 感染による細胞変性は抑制される 9）。平均値± S.D.（n=6）

　通常より 20 倍濃い HIV (M.O.I.=0.2) を，0, 0.2, 1 あるいは 5 mg/mL のササヘルス® に 1,  3, 10, あるいは 30 分
間暴露し，20 倍に希釈して (M.O.I.=0.01)，ヒト T 細胞株 MT4 に添加した。その後，5 日間培養して，生細胞数を
MTT 法により測定した 9）。各点は，平均値± S.D. (n=3) を示す。

　ササヘルス® を NaHCO3 あるいは PBS で 0 (control), 0.3, 1 あるいは 3 mg/mL に希釈し，90，180，あるいは
1200 秒，HSV と接触させた。1/100 に希釈して，Vero 細胞に添加し，3 日後生細胞数を MTT 法で計測した。各
点は平均値± S.D. (n=3) を示す。

図２　ササヘルス® は，90 秒で HSV を失活させる 9)。
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4．口腔環境の改善
　今回の研究により，ササヘルス® はわずか 90 秒
の接触で HSV を不活性化すること（図 2），その活
性は，イソジンの 10 倍（31.6/3.1　図 1）高いこと
が明らかになった。ササヘルス® は，HIV も同様に
短時間で不活性化した（図 3）。ササヘルス® には，
分解されたフェニルプロペノイド類が含まれている
ので，これらの不活性化成分を除去できれば，さら

に強力なウイルス不活化剤ができると思われる。
　我々はこれまでに，SE は抗菌薬と相乗的に抗菌
活性を示すことから 17），クマ笹歯みがきを上梓し
てきた（写真 1）。最近，ササヘルス® は，天然素材
としては，高い抗 HIV 活性を示すこと，また，サ
サヘルス® は抗 HIV 薬と相乗的に作用することか
ら 8），抗ウイルス効果を狙ったうがい薬の開発も
視野に入れたいと考えている。

写真 1　長野県茅野市の大和生物研究所蓼科工場，蓼科笹類植物園，クマ笹歯みがき

図 4　ササヘルス® の抗 HIV 活性は，処理時間が短縮すると増強する 9）

　M.O.I.: 0.2 で 10 分 pre-incubation 後，最終的に M.O.I.: 0.01 で 5 日間培養し MTT 法で生存細胞数を測定する。抗
ウイルス活性は，HIV 感染による細胞傷害を 50% protection する濃度（EC50 ; 50% effective concentration），細胞毒
性は試験物質による 50% 細胞傷害濃度（CC50 ; 50% cytotoxic concentration）でそれぞれ表現している。また，有効
係数（Selectivity Index; SI）は CC50 /EC50 として計算した 9）。平均値± S.D.（n=3）。
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